
高
校
国
語

専
門
問
題
例

例
一

次
の
文
章
（
近
現
代
文
）
を
読
ん
で
、

～

に
答
え
な
さ
い
。

(1)

(7)

（
本
文
省
略
）

波
線
部
①
～
③
の
漢
字
に
は
読
み
が
な
を
書
き
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

(1)

二
重
傍
線
部
ａ
・
ｂ
・
ｃ
の
品
詞
名
を
書
き
な
さ
い
。

(2)

空
欄
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
次
の
ア
～
カ
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

(3)
ア

同
一

イ

共
通

ウ

皆
無

エ

全
体

オ

唯
一

カ

差
異

傍
線
部
Ａ
「
こ
う
い
う
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
」
の
は
な
ぜ
か
。
指
示
語
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
、
五
十
字
以
上

(4)
六
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

傍
線
部
Ｂ
「
こ
の
よ
う
な
原
始
日
本
の
文
化
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
の
空
欄
Ｐ
・
Ｑ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
二

(5)
字
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
補
い
な
さ
い
。

日
本
に
固
有
の
（

Ｐ

）
な
も
の
で
は
な
く
、（

Ｑ

）
的
と
言
え
る
ほ
ど
の
性
質
を
持
つ
も
の
。

傍
線
部
Ｃ
「
侘
び
」
と
い
う
概
念
を
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
か
。
十
五
字
以
内
で
答
え
な
さ

(6)
い
。本

文
に
お
い
て
、
筆
者
が
評
価
す
る
、
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
建
築
の
特
徴
に
つ
い
て
、
六
十
字
以
上
七
十
字
以
内
で

(7)
答
え
な
さ
い
。

（

）
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例
二

次
の
文
章
は
、
藤
原
実
資
に
つ
い
て
書
か
れ
た
一
節
で
あ
り
、
本
文
中
の
「
こ
の
殿
」
、
「
頭
中
将
」
、
「
頭
」
は
藤

原
実
資
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
設
問
の
都
合
上
、
表
記
を
改
め
た

(1)

(7)

箇
所
が
あ
る
。）

こ
の
殿
、
若
く
よ
り
賢
人
の
ひ
と
す
ぢ
の
み
な
ら
ず
、
思
慮
の
こ
と
に
深
く
、
情
け
、
人
に
す
ぐ
れ
て
お
は
し
け
り
。

円
融
天
皇
の
御
時
、
頭
中
将
に
て
、
殿
上
に
候
ひ
給
ひ
け
る
に
、
式
部
丞
蔵
人
藤
原
貞
高
と
い
ふ
人
、
大
盤
に
つ
き
た

①

②

(

注)

る
が
、
頓
死
し
た
り
け
る
を
、
頭
、
奉
行
に
て
、
奏
司
下
部
を
召
し
て
、
か
き
出
さ
せ
ら
れ
け
る
に
、
「
何
方
よ
り
出
づ

(

注)
(

注)

③

べ
き
ぞ
」
と
申
し
け
れ
ば
、
「
東
の
陣
よ
り
出
づ
べ
き
ぞ
」
と
行
は
れ
け
る
に
、
蔵
人
所
の
衆
、
滝
口
、
出
納
、
御
倉
、

(

注)

女
官
、
主
殿
司
、
下
部
ど
も
に
い
た
る
ま
で
、
そ
こ
ら
の
も
の
ど
も
、
こ
れ
を
見
む
と
て
、
東
の
陣
へ
競
ひ
集
ま
る
ほ
ど

④

に
、
「
殿
上
の
畳
な
が
ら
、
西
の
陣
よ
り
出
せ
」
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
ひ
き
違
へ
て
、
西
よ
り
出
し
け
れ
ば
、
見
る
も

の
な
く
て
、
陣
の
外
へ
出
で
た
る
を
、
父
三
位
来
て
、
む
か
へ
取
り
て
け
り
。

(

注)

そ
の
の
ち
、
十
日
ば
か
り
し
て
、
頭
中
将
、
夢
に
蔵
人
、
内
に
参
り
あ
ひ
ぬ
。
「
死
の
恥
を
隠
さ
せ
給
ひ
た
る
、
よ
に

⑤

も
忘
れ
が
た
し
。
東
よ
り
出
で
ま
し
か
ば
、
多
く
の
人
に
見
え
な
ま
し
」
と
い
ひ
て
、
手
を
す
り
て
、
泣
く
泣
く
喜
ぶ
と

見
え
け
り
。

公
任
卿
、
こ
の
殿
を
聟
に
と
り
て
、
は
じ
め
に
入
れ
申
さ
れ
け
る
時
、
朗
詠
上
下
巻
え
ら
び
て
、
置
物
の
厨
子
に
置
か

(

注)
(

注)

⑥

れ
た
り
け
る
、
ゆ
ゆ
し
き
聟
引
出
物
に
こ
そ
。

⑦

（
『
十
訓
抄
』
よ
り
。）

(

注)

「
大
盤
」
＝
食
事
を
乗
せ
る
台

「
奉
行
」
＝
命
を
受
け
て
物
事
を
執
行
す
る
人

「
奏
司
下
部
」
＝
奏
司
は
曹
司
（
宮
中
に
あ
っ
た
官
人
や
女
官
の
部
屋
）、
下
部
は
下
働
き
の
者

「
蔵
人
所
の
衆
、
滝
口
、
出
納
、
御
倉
、
女
官
、
主
殿
司
」
＝
い
ず
れ
も
下
級
役
人

「
父
三
位
」
＝
藤
原
貞
高
の
父
、
藤
原
実
光

「
公
任
卿
」
＝
藤
原
公
任

「
聟
」
＝
婿

傍
線
部
①
の
敬
語
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
の

Ａ

～

Ｄ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
、
ア
～
キ
か
ら
選
び
、
記
号

(1)
で
答
え
な
さ
い
。

・
「
候
ひ
」
は

Ａ

へ
の
敬
意
を
表
す

Ｂ

で
、「
給
ひ
」
は

Ｃ

へ
の
敬
意
を
表
す

Ｄ

で
あ
る
。

ア

円
融
天
皇

イ

藤
原
実
資

ウ

藤
原
貞
高

エ

作
者

オ

尊
敬
語

カ

謙
譲
語

キ

丁
寧
語



傍
線
部
②
～
④
の
漢
字
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
な
さ
い
。

(2)

傍
線
部
⑤
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

(3)

傍
線
部
⑥
は
、
藤
原
公
任
が
朗
詠
に
適
し
て
い
る
和
歌
や
漢
詩
を
編
纂
し
た
歌
謡
集
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
作
品
名

(4)
を
「
朗
詠
」
を
含
む
漢
字
五
字
で
答
え
な
さ
い
。

傍
線
部
⑦
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
章
の

Ｅ

～

Ｇ

に
入
る
二
字
ず
つ
を
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、

Ｅ

・

Ｆ

(5)
に
は
漢
字
、

Ｇ

に
は
ひ
ら
が
な
が
入
る
。

・
「
ゆ
ゆ
し
き
」
は
「

Ｅ

な
」
と
訳
せ
る
こ
と
か
ら
、
作
者
が
こ
の
引
出
物
を
ど
う
評
価
し
て
い
た
か
が
分
か
る
。

係
助
詞
「
こ
そ
」
に
よ
っ
て

Ｆ

さ
れ
、
文
末
に
は
「

Ｇ

」
が
補
え
る
。

本
文
で
は
、
藤
原
実
資
が
、
「
思
慮
」
、
「
情
け
」
も
秀
で
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
急
死
し
た
藤
原
貞
高
を
外

(6)
に
運
び
出
す
際
、(

ａ)

ど
の
よ
う
な
思
慮
深
い
行
動
を
、(

ｂ)

ど
の
よ
う
な
情
け
深
い
理
由
か
ら
行
っ
た
か
。
本
文
中

の
言
葉
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
二
十
字
以
上
三
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

「
十
訓
抄
」
と
同
時
代
・
同
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
ア
～
オ
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

(7)
ア

水
鏡

イ

十
六
夜
日
記

ウ

毎
月
抄

エ

古
今
著
聞
集

オ

日
本
霊
異
記

（

）
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例
三

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

～

に
答
え
な
さ
い
。（
設
問
の
都
合
上
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

(1)

(6)

A

リ

シ
テ

フ

ラ
ン
ト
ね
い

し
ん

ヲ

ハ
ク

ハ
ク
ハ

い
つ
は
リ

リ
テ

テ

ミ
ヨ

ヲ

有

上

書

請

去

佞

臣

者
。
曰
、「
願

陽

怒

以

試

之
。
執

理

不

屈

下

レ

二

一

上

レ

①

レ
テ

ヲ

フ

ニ

ハ

ト

ハ
ク

ラ

サ
バ

ヲ

ヲ

テ

者
、
直

臣

也
。
畏

威

順

旨

者
、
佞

臣

也
。」
上

曰
、「
吾

自

為

詐
、
何

以

レ

レ

レ

②

メ
ン

ヲ

ハ

ニ

テ

ヲ

メ
ン
ト

ヲ

責

臣

下

之

直

乎
。
朕

方

以

至

誠

治

天

下
。」

二

一

二

一

二

一

B

ヒ
ト

フ

ク
シ
テ

ヲ

ゼ
ン
コ
ト
ヲ

ヲ

ハ
ク

リ

ヲ

キ

ヲ

ク
シ

ヲ

ク
シ

ヲ

ス

或

請

重

法

禁

盗
。
上

曰
、「
当

去

奢

省

費
、
軽

徭

薄

賦
、
選

用

二

レ

一
レ

三

レ

レ

レ

レ

ニ

③

C

D

E

ヲ

ラ
ン

サ

ヲ

ク
ン
ゾ

ヒ
ン

ク
ス
ル
ヲ

ヲ

ト

リ

レ

廉

吏
。
使

民

衣

食

有

余
、
自

不

為

盗
。

安

用

重

法

邪
。」

自

是

一

レ

レ

レ

レ

レ

ハ

お
チ
タ
ル
ヲ

ス

数

年

之

後
、
路

不

拾

遺
、
商

旅

野

宿

焉
。

（
『
十
八
史
略
』
よ
り
。）

レ

レ

（
注
）
佞
臣
＝
こ
び
へ
つ
ら
う
臣

陽
＝
う
わ
べ
だ
け
見
せ
か
け
る
こ
と

徭
・
賦
＝
夫
役
と
租
税

商
旅
＝
行
商
人
や
旅
客

波
線
部
①
～
③
の
漢
字
の
読
み
を
送
り
仮
名
も
含
め
て
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
③
は
送
り
仮
名

(1)
を
補
う
こ
と
。

傍
線
部
Ａ
に
適
切
な
訓
点
を
つ
け
な
さ
い
。

(2)

傍
線
部
Ｂ
を
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、「
当
」
は
送
り
仮
名
を
省
略
し
て
あ
る
。

(3)

傍
線
部
Ｃ
が
「
人
民
の
生
活
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
た
な
ら
」
と
い
う
意
味
を
表
す
文
に
な
る
よ
う
に
、
書
き
下
し
文

(4)
に
し
な
さ
い
。

傍
線
部
Ｄ
を
口
語
訳
し
な
さ
い
。

(5)

傍
線
部
Ｅ
の
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
、
本
文
に
即
し
て
五
十
字
以
上
六
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

(6)



例
四

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
「
国
語
」
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

～

に
答
え
な
さ
い
。

(1)

(3)

次
の
文
は
、「
第
３

現
代
文
Ａ
」
及
び
「
第
６

古
典
Ｂ
」
そ
れ
ぞ
れ
の
「
１

目
標
」
で
あ
る
。

(1)

文
章
中
の

①

～

⑥

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
答
え
な
さ
い
。

【
第
３

現
代
文
Ａ
】

近
代
以
降
の
様
々
な
文
章
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の

①

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

②

読
書
に
親

し
み
、
国
語
の
向
上
や

③

を
図
る
態
度
を
育
て
る
。

【
第
６

古
典
Ｂ
】

古
典
と
し
て
の
古
文
と
漢
文
を

④

を
養
う
と
と
も
に
、
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
広
く
し
、
古
典
に

つ
い
て
の

⑤

を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
生
を

⑥

態
度
を
育
て
る
。

次
の
文
は
、
「
第
１

国
語
総
合
」
「
２

内
容
」
「
Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
「

に
示
す
事
項
に
つ
い
て

(2)

(2)

(1)

は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
言
語
活
動
を
通
し
て
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
項
で
あ
る
。

①

～

⑤

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

①

に
応
じ
た
話
題
を
選
ん
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
り
、

②

に
基
づ
い
て
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
。

イ

③

し
た
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
て
報
告
や
発
表
を
し
た
り
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
を
吟
味
し
な
が
ら
そ
れ
ら
を

聞
い
た
り
す
る
こ
と
。

ウ

④

を
想
定
し
て
発
言
し
た
り
疑
問
点
を
質
問
し
た
り
し
な
が
ら
、
課
題
に
応
じ
た
話
合
い
や

⑤

な
ど
を

行
う
こ
と
。

ａ

発
表

ｂ

討
論

ｃ

展
開

ｄ

調
査

ｅ

説
明

ｆ

原
因

ｇ

記
録

ｈ

反
論

ｉ

状
況

ｊ

引
用

ｋ

資
料

ｌ

目
的

次
の
文
は
、
「
第
２

国
語
表
現
」
「
２

内
容
」
「

次
の
事
項
に
つ
い
て
指
導
す
る
。
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事

(3)

(1)

項
で
あ
る
。

①

～

⑥

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
答
え
な
さ
い
。

ア

話
題
や
題
材
に
応
じ
て
情
報
を
収
集
し
、

①

し
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
。

イ

相
手
の
立
場
や
異
な
る
考
え
を
尊
重
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

②

の
妥
当
性
を
判
断
し
な
が
ら
話
し

合
う
こ
と
。

ウ

主
張
や

③

な
ど
が
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
論
理
の
構
成
や
描
写
の
仕
方
な
ど
を
工
夫
し
て
書
く
こ
と
。

エ

目
的
や
場
に
応
じ
て
、

④

や
文
体
な
ど
表
現
を
工
夫
し
て
効
果
的
に
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
。

オ

様
々
な
表
現
に
つ
い
て
そ
の
効
果
を

⑤

し
た
り
、
書
い
た
文
章
を
互
い
に
読
み
合
っ
て
批
評
し
た
り
し
て
、

自
分
の
表
現
や
推
敲
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。

カ

国
語
に
お
け
る
言
葉
の
成
り
立
ち
、
表
現
の
特
色
及
び
言
語
の

⑥

な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

（

）
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高
校
国
語

正
答
例

問
題
番
号

正

答

①

踏
襲

②

さ
か
の
ぼ
（
る
）
③

放
逐

(1)

ａ

副
詞

ｂ

連
体
詞

ｃ

助
詞

(2)

Ｘ

イ

Ｙ

カ

Ｚ

ア

(3)

（
正
答
例
）
先
史
時
代
に
文
化
に
お
け
る
日
本
的
性

格
に
関
す
る
問
題
が
出
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
仏
教

(4)

例
一

の
移
入
に
伴
う
他
国
か
ら
の
影
響
が
ま
だ
な
か
っ
た

た
め
。

Ｐ

特
殊

Ｑ

国
際

(5)

（
正
答
例
）
時
代
に
左
右
さ
れ
る
芸
術
観
。

(6)

（
正
答
例
）
構
造
が
単
純
か
つ
論
理
的
で
、
日
本
の

風
土
に
調
和
し
、
純
粋
な
建
築
に
背
く
よ
う
な
一
切

(7)

の
装
飾
的
な
要
素
が
排
除
さ
れ
た
、
至
純
で
美
し
い

構
造
形
式
で
あ
る
こ
と
。

Ａ

ア

Ｂ

カ

Ｃ

イ

Ｄ

オ

(1)

②

く
ろ
う
ど

③

い
ず
か
た

④

と
の
も(

り)
づ
か
さ

(2)

（
正
答
例
）
頭
中
将
（
藤
原
実
資
）
は
、
夢
で
、
内

裏
（
宮
中
）
に
参
上
し
て
、
蔵
人
（
藤
原
貞
高
）
と

(3)

出
会
っ
た
。

例
二

和
漢
朗
詠
集

(4)

Ｅ

大
変
（
立
派
）

Ｆ

強
調

Ｇ

あ
れ

(5)

ａ

（
正
答
例
）
東
の
陣
か
ら
出
す
と
言
っ
て
人
が

集
ま
っ
て
か
ら
西
の
陣
か
ら
出
し
た
行
動
。

(6)

ｂ

（
正
答
例
）
人
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
藤

原
貞
高
の
死
に
恥
を
隠
そ
う
と
す
る
理
由
。

エ

(7)

①

し
た
が
う

②

ま
さ
に

③

お
の
ず
か
ら

(1)

執
レ
リ
テ

理
ヲ

不
レ
ル

屈
セ

者
ハ

(2)

当
に
奢
を
去
り
費
を
省
き
、
徭
を
軽
く
し

賦
を
薄

(3)

く
し
、
廉
吏
を
選
用
す
べ
し
。

民
を
し
て
衣
食
に
余
り
有
ら
し
め
ば
、

(4)

例
三

ど
う
し
て
法
律
を
重
く
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

(5)

い
や
、
そ
ん
な
必
要
は
な
い
。

(

正
答
例)

贅
沢
を
や
め
て
夫
役
と
税
を
軽
減
し
、
清

廉
潔
白
な
役
人
を
選
び
用
い
れ
ば
、
民
の
生
活
に
ゆ

(6)

と
り
が
生
ま
れ
る
と
い
う
、
帝
の
政
治
が
実
を
結
ん

だ
か
ら
。

①

言
語
文
化

②

生
涯
に
わ
た
っ
て

③

社
会
生
活
の
充
実

④

読
む
能
力

(1)

例
四

⑤

理
解
や
関
心

⑥

豊
か
に
す
る

①

ｉ

②

ｋ

③

ｄ

④

ｈ

⑤

ｂ

(2)

①

分
析

②

論
拠

③

感
動

(3)

④

言
葉
遣
い

⑤

吟
味

⑥

役
割


